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9. 研究実績の概要

　長い文の統語解析の高精度化へ向けて，英語の複単語表現および構文パターン抽出のための資源構築に取り組んだ．複単語表現に関
しては，英語の句動詞の網羅的な収集とそれぞれの例文の収集，および，例文中の句動詞候補が句動詞として使われている正用例かそ
れとも字義通りの意味として使われている負用例かアノテーション作業を行った．これを学習データとして，句動詞の正負用例を分類
する実験を行い，高い精度で分類が可能であることを確認した．構文パターンの収集については，英語学習のための構文例文集から複
文の例文を収集し，自動解析を行った結果の誤り修正と構文パターンのアノテーション作業を約３００文に対して行った．また，アノ
テーション作業を行うためのツールの開発を行った．
　また，大規模の言語データを対象にして，高頻度語を階層的にまとめ上げることにより，頻出パターンを抽出する言語モデルを提案
し，言語モデルとして有用であることを確認した．
　並列構造解析に関して，依存構造解析アルゴリズムを拡張することにより，英文中の並列構造を明示的に識別することを可能にする
アルゴリズムを提案し，英語の標準コーパスの一つであるPenn Treebank中の並列構造をもつ文の大半をカバーできることを確認した
．
　また，英語および日本語の依存構造解析の性能向上のため，形態素解析レベルの曖昧性を保持しつつ依存構造解析を実行するための
いくつかの手法の提案と実験を行った．

    （１／５）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
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（3）やや遅れている。

複雑な構文パターンや並列構造を解析するための基礎データの蓄積に，想定以上の作業量と時間を要したため，本年度の研究時間の多
くをデータ収集とデータへのアノテーション作業に費やすることになった．そのため，英語の構文パターンのカバレージに関する調査
を行うことができなかった．
並列構造解析に関しては，アルゴリズムの設計は完了し，動作確認および解析時間の評価も行った．当初の予定通り推移しているが，
実験の効率化のための実装の問題が新たに浮上したため，今後効率化への考察が必要であることが明らかになった．

(1) (2) (3) (4)

(5) (6) (7) (8)構文解析機械学習

自然言語処理 並列構造解析 依存構造解析 多言語処理

キーワード10.

（理由）

（区分）

12.

11.現在までの達成度

今後の研究の推進方策

英語の構文パターンの収集を引き続き行う．構文パターンの例文を収集したコーパスをより網羅的に作成し，構文パターンのアノテー
ション作業および辞書管理システムにおける構文パターンの表現方法の設計を行い，単語，複単語表現，構文パターンをすべて辞書項
目として統一した表現方法で辞書管理システムに格納できるよう，辞書管理システムの拡張を行う．英語と並行して，日本語の構文パ
ターンの収集と例文へのアノテーション作業の仕様を決め，日本語複文コーパスの作成を開始する．
　複単語表現や構文パターンを利用して依存構造解析の性能を向上させるアルゴリズムの設計を実装を行う．平行して，複単語表現や
構文パターンの半自動抽出に関する研究を進め，辞書項目の拡張と依存構造解析のカバレージと性能向上を並行的に達成する方法につ
いて検討する．
　並列構造を考慮したグラフに基づく依存構造解析アルゴリズムの効率的な実装を行い，実験により性能の評価を行う．並列構造解析
の性能を評価するためのデータの収集を行い，正解がアノテーションされた評価コーパスを構築する．
　並列構文解析の基本技術となる単語列や表現列のアラインメントに利用するため，単語や表現間の意味的な類似性を計算する方法を
，分散表現を基盤とする手法に基づいて設計し，実験により評価を行う．

（今後の推進方策）

    （２／５）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
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（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （3／5）
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（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （5／5）


